
-
ヒ
ー
ホ
ー
プ
ヱ
ン
の
夙
に
認
め
た
所
で
ー
我
々
の
考
課
は
そ
の
成
因
を
開
明
す
る
唯

∵
S
班
舘
で
あ
る
｡

此
の
如

き
職
廓
の
閏
凸
が
水
成
岩
層
の
磯
連

t̂J
無
闘
係
な
る
は
太
陰
表
面
の
ア
ル

タ

イ

ヘ
ル
シ
ェ
ル
海
や
､
･T
ム
ブ
-
ウ
ム

海
を
囲
む

大
小
の
那
掠

り
排
列
に
明
か
に
謎
め
得
る
｡

之
b=q･J要
す
る
に
我
々
の
考
説
は
フ
ム
ボ
ル
ト
等
の
地
心
か
ら
放
射
状
に
垂
匿
に
働
-
岩
壁
の
上
昇
で
山
獄
の
隆
起

}J
中
間
な
行
-
も
の
で
p
地
衣
か
ら
或
る
泥
さ
に
於
て
垂
直
の
方
向
か
ら
儒
よ
っ
て
斜
行
す
る
岩
梁
の
上
昇
もニ
よ
っ

て
蕉
ず
る
水
平
分
力
が
摺
曲
を
起
す
Aij
考

へ
ん
}J
す
る
も
の
で
あ
る
｡

正

韻

第

八
懸
約

二
兆
九
〇
式
の
押
紙
は
誤
っ
て
舵
に
組
み
鼓
し
た
｡
偶
力
と
め
る
在
下
に
し
て
横

に
見
て
下
さ

い
｡

(校
北
偶
)

線
色
角
閃
石
よ
り
褐
色
角
閃
石

へ
の
奨
党
に

関
す
る
研
究
漁
報

利

浄

書

木

倣

硫

文

平

昭
和
二
年
五
月

一
旦

月
利
静
岡
大
革
に
於
で
開
催
せ
ら
れ
た
る
地
質
撃
骨
組
骨
に
於
て
､
余
等
は
角
閃
石
の
解
維

現
象
及
び
其
脱
皮
尊
に
就
き
報
告
し
､
獅
其
賛
憾
結
果
の
詳
細
は
九
月
散
布
の
地
質
撃
難
誌
上
にこ
於
て
於
敦
せ
ん

f̂J

祐
也

舛
関
前
よ
り
純
色
乃
関
前

へ
の
嘩
化
に
附
す
イ<南

光
独
槻

蒜
混

一
一



地

球

弟

八
懲

第
三
班

7
宍

!

二

す
0是

等
の
研
究
に
依
れ
ば
.
余
等
の
賓
威
せ
る
角
閃
石
は
~

一
京
雌
の
下
に
於
で
は
､.約
千
四
十
度
よ
･iL千
百
度
に

至
る
甑
皮
に
於
て
僻
離
現
象
を
量
L
P
該
粗
度
以
上
に
於
て
は
他
の
噂
相
に
移
化
し
､
此
脱
皮
に
於
で
著
し
-
容
積

を
増
大
す
る
を
知
れ
-
'
即
ち
角
閃
石
は
其
の
熔
融
瓢
に
於
て
は
不
安
定
な
る
椀
物
な
る
こ
ど
暫
定
に
確
驚
せ
-
0

然
る
に
前
報
骨
中
に
は
解
離
鮎
以
下
の
熱
壁
化
に
就
で
は
未
だ
述
べ
ざ
わ
し
が
､
其
筏
の
賓
勝
の
結
果
､
史
に
千

度
以
下
の
狐
鑑
に
於
て
､

一
つ
の
薯
し
き
挺
化
の
春
載
せ
る
哲
哉
見
せ
る
を
以
て
､
苗
に
其
概
粟
を
像
報
L
t
詳
榊

は
定
に
後
口
論
述
す
る
凝
あ
る
ぺ
し
.

此
賓
駿
は
成
因
を
異
に
せ
る
岩
石
中
に
含
ま
る
～
角
閃
石
に
就
き
行
ひ
っ
～
あ
れ
で
も
'
霜
に
は
壁
に
角
閑
片
岩

(
伊
像
囲
新
居
郡
五
良
津
山
塵
)中
の
角
閃
石
及
び
角
閃
粉
岩

(磐
城
問
朝
馬
郡
某
所
崖
)
中
の
角
閃
石
を
材
料
ビ
せ

し
賓
駿
の
結
果
の
み

を
記
述
せ
ん
ど
す
｡

賓
戯
試
料
は
岩
石
片
の
ま
ゝ
'
電
束
炉
中
に
於
で
所
要
脱
皮
に
各

1
時
間
檀
池
に
保
ち
p
加
熱
に
依
る
椀
物
の
酸

化
作
用
を
防
が
ん
が
た
め
'
窒
素
京
中
に
放
て
寛
厳
を
行
へ
う
｡
此
の
如
-
し
て
加
熱
せ
る
岩
井
は
又
炉
中
に
於
て

常
温
ま
で
冷
却
L
P
其
中
よ
-
角
閃
石
を
摘
出
し
､
粉
末
状
に
放
て
イ
ン
ヤ
ー
ジ
ョ
ン
舘
に
依
-
屈
折
率
を
測
定
し

同
時
に
消
光
角
を
求
め
た
-1
0

第

1
及
び
第
二
園
は
上
記
の
方
法
に
依
り
得
た
る
角
閃
片
岩
及
び
扮
岩
中
の
角
閃
石
の
却
熟
に
よ
る
光
畢
性
質
の

鼻
化
壁
不
す
｡
今
間
を
見
る
に
壁
刷
面
().
i

O
)

に
於
て
測
定
せ
る
敢
大
及
び
最
小
の
屈
折
率
の
倍
は
'
七
回
庶
附
近

ま
で
は
徐
々
に
樹
卸
せ
し
の
み
t･bれ
.rr,J
-
､

八
甘
皮
に
至
る
間
に
於
で
急

に
其
値
を
槍
大
し
薯
し
き
不
速
壇
性
を
示
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す
J

入
官
虎
以
上
の
も
の
は
其
以
下
の
も
の
.に
放
し
周
折
率
の
鹿

大
と
LJ
れ
る
の
み
な
ら
ず
'
蚤
屈
折
率
も
亦
甚

だ

大
ど
な
れ
ゎ
O

叉
壁
開
面

(
710

上
に
於
で
測
定
せ
る
消
光
角
Z
V
C
を
見
る
に
､
七
百
度
ま
で
は
各
角
閃
石
の
化
撃
成
分
にこ
膳

じ
tJ
夫
々
一
定
の
消
光
角
を
保
持
す
れ
./W
も
'
八
百
皮
に
軍

匂
間
に
於
て
亦
著
し
-
之
を
減
少

し'
殆
ん
で

零
度
を

量
す
る
に
至
る
｡

是
等
屈
折
率
及
び
消
光
角
の
樺
化
に
件
ひ
其
色
も
亦
舜
化
す
｡
即
ち
練
色
或
は
帯
紐
褐
色
L･W

L
角
閃
片
岩
中
の

竹
閃
石
及
び
珊
岩
中
の
角
閃
石
も
'
共
に
赤
褐
色
に
担
じ
､
且
つ
多
色
性
粥
烈
1品
･i
る
｡

練
包
舛
附
石
よ
り
純
色
舛
閃
石

へ
の
腿
他
に
=ほ
す
る
刑
発
泡
敬

意

1
三



地

球

即
ち
刊
閃
片
岩
中

の
舛

閃
石
は

Ⅹ
･三
･疲

黄

純

色

叉
翰
岩
中
の
刊
開
石
は

Ⅹ
-
-
淡

褐

絃

色

な
ら
し
も
の
が
典
に

x
‥
-
･淡
､練

褐

色

約

八
番

壁

二
班

Z
‥
書
経

色

Z
･･-‥抹

褐

色

Z
-
-
-
赤

褐

色

石

八

7
凹

0 200 400 600 800./000
7gJnPera/- /ACて

ど
な
る
｡
要
す
る
に
七
百
度
ビ
八
百
度
･7J
の
間
に
行
は

れ
た
る
鍵
化
の
恥
英
､
普
通
(
練
色
〕
角
閃
石
は
薄
片

1̂J

し
て
其
色
赤
褐
色
に
鼻
じ
p
消
光
角
を
減
少
し
p
屈
折

率
を

散
槍
し
､
且
大
な
る
義
朗
折
藍

寄

る
に
雷

o

此
赤
褐
色
角
閃
石
は
従
衆
の
玄
武
岩
式
角
閃
石

(
或
は

褐
色
角
閃
石
)
A,J
L
で
特
別
の
堰
板
に
分
類
せ
ら
れ
L

も
の
ど
光
学
約
諾
性
質
を
同
ふ
す
｡
是
等
光
学
的
性
質

の
鍵
化
に
伸

ひ
､
銀
色
角
閃
石
は
七
百
度

ビ
八
百
度
ど

の
間
に
於
で
其
容
帯
の
鼻
化
を
塞
す
0
雪

面

は
殆
ん

で
角
閃
石
の
み
よ
-
成
る
角
閃
片
岩

(
伊
漁
産
)
の
加

熱
膨
脹
を
常
数
室
の

町
兄
理
学

士
に
依
頼
し
て
測
定
せ



る
紬
基
な

ト
0
間
に
表
は
る
J,
が
如
-
七

甘

宝
十
度
ビ
八
甘
皮

ど
の

閲に放
て
膨
脹

曲
孤
に
著
し

き
締れ化
を
温
む
る

こ
ど
な
得
べ
し

｡
此
鼻

化
は
正
し
-
前
記
光

撃
上
の
壷
化
に
相
伴
ふ

ものな
る
は

明
か
に
し
て
普

通
(淡
色
)角
閃
石

よ

り
褐
色
角

閃

石
に
鼻

化
す
る
に
は

1
度
容

積
を
減

じ
､
脱
皮

の
上

昇
に依
rI東
に
膨
脹
す
る
を
知

る
｡

前
論
文
に
託

せ
る
信
濃
囲

諏
訪
耶
池
袋
魔

及
轟
潤

七
兼
山
産

角
閃

石
は七
河
鹿
.,J
八
百
庇
E
の

間

に於
で
容
積
に

も
光
壁

上
の
諾

性
異
に
も
特
別
の
鼻
化
を
恕

む
る

こ
ビ
蘭
は

ざ
-
き

(第四
圃

)0

'･
･

.LI…;.･:
‥?･

:.1

･[:･,.･::.･i
.I

(聞 凹 的)

動 C.伽(Bad誠灘仙dWGJn舶

巳卿 400 600 880 柑08
品Y呼 OL血 ふ他'C･

此
現
象

は
今回
の
純
色
角
閃
石
の
加

熟
官
僚

の
結
果
よ

り
判
す

る
に次
の
如
-
訣

別
す

る
を
程

ペ
し
.

即
ち
前

記
両
産

地
の朝
閑
石
は
低

温
度
に
於
で
既

に
褐
色

(
玄

武
岩
式

)角閃
石
な
る
が
故
に
入
官
皮
に
加
熱
す
る
も

塵
化
を

衆
たす
排
由
な
け
れ
ば
な

-
｡

若
し

一
皮
褐
色

角
閃
石

ビして
現
は
る

ゝ
時
は
､
脱
皮
降
下
し
て
長
き

地
質
時

代を経
過
す
る
も
衛
純
色
角
閃
石
に
舜
せ
ざ
る

も
の
な

らだせ
ば
推
色
角

閃
石
よ
り
褐
色
竹
閃
石
に
移

る
壁
化

は非可
逆
的
の
も
の
三

石
は

ざ
る

ペ
か
ら
す
｡

角

閃

石族は
其
化
撃
成
分
複
雑
を
極

め
.
且
其
化
撃

組
成
も

一
成
琴

ら
ざ
る
が
如

し
｡
殊
に
玄
武

岩式
伸
銅
石
は

其
化
撃

成分.JJ
其
光
撃
諦
性
質
ど
の
関
係
に
於
て
他
の

角
閃
石
粗

･/J統
1
上
田
難
を
威
や

る
種
顛

な
りL｡

普
沌
角

閃

石
･yJ
玄

武岩式
角
閃
石
ど

な
比
蛭
す
る
に
其
光
撃
的
性

純
角
角
閃
石
エ
リ
神
色
僻
関
前

へ
の
担
他
に
関
す
る
研
兜
轍
琳

:i.4
'1

1
九



地

線

莞

怨

讐

二
幼

さ

二ハ

欝
に
は
薯
し
き
差
異
を
認
む
る
に
も
狗
ら
や
其
化
革
成
分
に
は
左
霊

怒

る
所
な
き
場
倉

る
は
諸
聾
者
の
屡
晶

識
せ
る
期
な
-
0

此
性
質
は
今
回
余
等
の
教
旦
せ
る
普
通
角
閃
石
よ
-
褐
色
角
閃
石

へ
の
鼻
化
の
寛
倣
上
の
終
発
を
引
用
せ
ば
,
良

然
界
に
両
横
角
閃
石
の
存
在
を
紀
明
す
る
に
容
易
な
る
ペ
L
U

肇
通
角
閃
石
豊

武
岩
式
角
閃
石
-

惜
別
す
る
に
T
iO
笈

び

1
iNO
㌫

存
否
に
依
る
晶

す
る
者
あ
れ
ど

も
P

余
等
今
回
の
場
各
に
は
此
鮎
に
関
し
て
は
-

顧
慮
す
る
必
警

認
め
ざ
る
-

『
ペ
ロ
ブ
言

-
』
(B
elovskyA

は

亭

八
百
九
十

左

に
既
に
純
色
角
閃
石
を

『
ブ
ン
ゼ
ン
･
ア

ナ

-
』
に
て
加
熱
し
て
褐
色
角
閃
石
を
得
た
-
0

其
鼻
化
を

F
e20
39
成
語

鋸
せ
-
｡
既
に
翌

る
が
如
-
金
等
は
磯
物
の
加
熱
中
纂

霊

急

用
せ
る
晶

で

硯
物
の

酸
化
を
防
ぎ
待
望

も
の
量

へ
ざ
る
ペ
か
ら
や
o
故
に
余
等
日
↑
の
場
合

は

『
J,E
B
ブ
言

-
』
氏
°

説
に
基

同
す
る
を
得
や
｡
然
れ
ぎ
基

質
警

於
て
監

角
閃
石
の
酸
化
墓

-
防
ぎ
碍
雷

や
否
や
は
雷

管

明
馨
瀞
に
ま
た

ざ
る
べ
か
ら
す
〇

･

近
年
に
苦

謁

石
中
に
含
-

～
水
分
の
放
散
に
基
因
す
る
光
撃
性
質
の
轡
化
晶

や
る
も
の
あ
-
0
然
れ
ど

も
余
等
の
翰
要

吉

皮
又

百
度
-

間
に
起
る
塵
化
が
水
分
の
放
散
に
基
因
す
る
や
否
や
芳

明
か
な

ら
ざ
る

ち
.
此
瓢
は
日
下
官
僚
中
な
る
を
以
で
斑
に
後
日
報
告
す
る
塵
あ
る
ペ
し
｡

寄

る
に
望

述

べ
-

青

讐

八
窟

･fJ
e
間
に
於
け
る
-

石
の
欝

は
亨

其
化
撃
成
分
に
鼻
化
学

し
て
'
行
は
る
～
も
の
-

や
p
-

多
少
其
成
分
に
琵

あ
-

行
は
る
ゝ
も
の
-

芸

だ
断
定
す
る
姦

ざ

る
も
ー
其
舜
化
は
急
激
に
輩
-
､
且
著
し
き
も
の
な
り
O



有
色
蘭
岩
間
物
中
重
要
L･{
る
-
の
～
･?
i
.
る
角
閃
石
に
上
述
の
如
き
礎
化
の
瓢
あ
る
は
岩
石
の
成
因
を
考
究
す
る

上
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡
叉
室
根
に
放
て
も
同
様
の
憂
化
の
春
す

べ
き
を
汲
想
し

て
賓
版
に
着
手
せ
,り
｡

私

路
に
臨
み
放
流
な
る
研
究
敦
料
と
し
て
小銃
澗
七
塩
山
産
褐
色
乃
閃
石
怨
辞
旧
y
･h
れ
た
る
出
口
聖

二
況
串
弐

伊
汲
紺
新
船
郡
荷
駄
包
角
閃
片
山方

谷
諜
肘
等
b
れ
た
る
給
水
酵
規
準
士
及
び
信
暁
樹
孤
紛
糾
産
純
色
角
閃
石
み
割
愛
掌
ら
れ
た
る
三
托
腸
相
氏
の
御
芳
諒
に
射
し
維
ん
で
感
謝
の
潜

み
表
す
C

信

濃

園

上

水

内

郡

第

三

紀

催

石

略

報

(
固
版
警

一版
並
に
衷
付
)

棋

山

次

けnu.
良

長
野
螺
北
部
に
第
三
紀
暦
磯
達
し
其
の
化
石
は
山
晴
博
士
の
採
集
品
を
横
山
博
士
が
同
定
せ
ら
れ
､
地
質
時
代
を

鮮
新
世
下
部
だ
判
定
せ
ら
れ
又
徳
永
博
士
は
庇
科
の
化
石
を
報
せ
ら
れ
其
の
地
質
時
代
を
中
新
世
上
部
だ
せ
ら
れ
た

之
れ
に
よ
っ
て
考
ふ
る
っに
或
は
同
地
方
の
第
三
紀
は
中
新
､
鮮
新
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
か
も
計
ら
れ
ぬ
｡
小
山

進
氏
は
多
年
此
の
地
方
の
地
質
を
研
究
さ
れ
多
最
の
化
石
を
採
集
せ
ら
れ
東

の
覚
束
な
る
標
本
生
見
郡
静
岡
大
撃
に

蓬
付
し
凍
ら
れ
た
｡
近
頃
本
間
撃
士
も
帆
地
方
の
地
質
を
小
山
氏
だ
共
同
し
て
調
査
し
て
屠
ら
れ
る
｡
依
っ
て
取
り

敢
え
ず
化
石
に
銅
す
る
概
略
を
此
塵
に
報
じ
椅
ほ
路
雑
精
密
に
調

べ
度
い
ざ
思
っ
て
居
る
｡

此
の
血

方
の
第
三
紀
層
に
は
石
淡
を
含
む
暦
も
あ
る
故
に
各
部
を
海
成
ビ
な
す
事
は
Ⅲ
凍
な
い
が
然
し
大
草
は
洩

信
氾
凶
止
水
内
部
弟
三
紀
牝
石
怖
軸

1(i

f七


